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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演奏データに基づいて作成された楽譜情報を表示して演奏指示を行う演奏独習装置にお
いて、
　前記楽譜情報とともに演奏のためのアドバイス情報の存在を知らせるアドバイスアイコ
ンを表示する手段と、
　前記アドバイスアイコンの操作に応答して該アドバイスアイコンが表示された位置にあ
る楽譜情報に関連するアドバイス情報を、予め該アドバイス情報が蓄積されている記憶手
段から検索して表示する手段とを具備したことを特徴とする演奏独習装置。
【請求項２】
　前記アドバイス情報がインターネットを通じてウェブサイトを検索して得られるもので
あることを特徴とする請求項１記載の演奏独習装置。
【請求項３】
　前記アドバイスアイコンが、必要に応じて表示／非表示の選択可能なものであることを
特徴とする請求項１または２記載の演奏独習装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、演奏独習装置に関し、特に、演奏曲中の練習箇所を指定して効率的な練習を行
わせることができる演奏独習装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
記憶媒体に記憶された演奏データをパーソナルコンピュータ（以下、「パソコン」という
）で再生して画面上に順次譜面を表示して演奏指示をする装置が知られる。例えば、特開
平９－３０５１７１号公報には、鍵盤の図形を画面に表示すると共に、表示された鍵盤の
各鍵に対応して押鍵から離鍵までの範囲をスクロールバーで表示し、このスクロールバー
を自動演奏データの再生に従って鍵盤図形に近付けていくようにスクロールさせる演奏指
示装置が開示されている。
【０００３】
この演奏指示装置によれば、前記スクロールバー表示によって、押鍵時間を直感的に認識
できるし、現在押鍵している演奏データのあとに続く演奏データを予知できるので、スム
ーズな演奏が期待できる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　従来の演奏指示装置で演奏者が知り得るのは、譜面に記載された音符や音部記号等から
読みとれる情報や演奏タイミングを示す情報のみである。しかし、指使い等、より高度な
演奏テクニックは譜面からは理解できない。また、初心者は、譜面に表された記号の意味
を理解できないこともある。以下の説明では、初心者が理解できない譜面上の記号の解説
や、譜面には現れていないテクニック等を「アドバイス情報」という。
【０００５】
このように、実際に上手に演奏するためには、譜面で表される情報以外にも知らなければ
ならない事項があるが、従来の演奏指示装置では、これらの情報を伝え切れない。そこで
、これら譜面に記載されていない情報を、演奏者が必要に応じて検索できる手段が望まれ
る。
【０００６】
本発明は、上記要望に応え、練習中に必要に応じて譜面に記載されている情報以外の情報
を検索できる演奏独習装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決し、目的を達成するための本発明は、演奏データに基づいて作成された
楽譜情報を表示して演奏指示を行う演奏独習装置において、前記楽譜情報とともに演奏の
ためのアドバイス情報の存在を知らせるアドバイスアイコンを表示する手段と、前記アド
バイスアイコンの操作に応答して該アドバイスアイコンが表示された位置にある楽譜情報
に関連するアドバイス情報を検索して表示する手段とを具備した点に第１の特徴がある。
【０００８】
また、本発明は、前記アドバイス情報がインターネットを通じて検索される点に第２の特
徴がある。
【０００９】
上記特徴によれば、演奏者は表示された楽譜情報を見ながら演奏しているときに、アドバ
イスアイコンを見つけたならばそのアイコンを操作できる。したがって、演奏中に表示さ
れている譜面による演奏で知りたいことがあれば、アイコンを操作して演奏テクニック等
のアドバイス情報を検索することができる。
【００１０】
特に第２の特徴によれば、インターネットを通じてアドバイス情報を入手して表示できる
ので、数多くのアドバイス情報を予め当該演奏独習装置の記憶装置に準備しておく必要が
ない。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明を詳細に説明する。図２は、本発明の一実施形態に係る演奏
独習装置の構成を示すブロック図である。同図において、パソコン１は、パソコン本体１
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１と、入力装置としてのキーボード１２およびマウス１３と、出力装置としてのディスプ
レイ１４とを備える。パソコン本体１１は、ハードディスクやＲＯＭ・ＲＡＭ等を備えた
周知の構成を有する。ＭＩＤＩ信号を入出力できるインタフェースを備えるのが好ましい
。
【００１２】
鍵盤楽器２は鍵盤２１とサウンドシステム２２とを備える。鍵盤楽器２は鍵盤２１の押鍵
および離鍵を検出する検出回路２３と、押鍵および離鍵の検出情報に応じて楽音を生成す
る音源装置２４とを備える。検出回路２３で鍵盤２１の押鍵・離鍵が検出されると、押鍵
位置（ノートナンバ）、押鍵長さ、および押鍵速度（ベロシティ）等に基づいて音源装置
２４で楽音が生成され、サウンドシステム２２を通じて出力（発音）される。鍵盤楽器２
にもＭＩＤＩインタフェースを備えるのがよい。鍵盤楽器２の全体動作は、図示しないマ
イクロコンピュータで制御される。
【００１３】
パソコン本体１１と鍵盤楽器２は、互いに信号を送受信することができるように、図示し
ないインタフェース（例えば、ＭＩＤＩインタフェース）を介して接続される。
【００１４】
上記演奏独習装置において、練習曲は外部から供給することもできるし、予めハードディ
スク等に格納しておくことができる。練習曲はキーナンバ、押鍵・離鍵データ（キーオン
タイム、キーオフタイム）、ベロシティ、テンポデータ等の演奏データとして準備される
。演奏データには上記データ以外のものも含められる。
【００１５】
演奏指示情報つまり押鍵指示情報が演奏データに基づいて作成され、ディスプレイ１４上
に表示される。図３は、ディスプレイ１４上に表示された押鍵指示の一例を示す図である
。同図において、画面の下部に鍵盤図形Ｋが表示される。押鍵指示が鍵盤のどの鍵に対応
するかを見やすくするため、画面の下部だけでなく上部にも鍵盤図形Ｋを表示することが
できる。鍵盤２１のどの鍵を弾くかが鍵盤図形Ｋの上方に押鍵指示マークＭで記述される
。押鍵指示マークＭは、例えば２小節分の音符について、音の長さが理解できる長さでノ
ートナンバに対応した鍵の位置に表示される。例えば、４分音符は８分音符の２倍の長さ
で示され、白鍵を弾くマークＭは黒鍵を弾くマークＭより幅広く表示する。
【００１６】
画面は上下が時間軸であり、押鍵指示マークＭは演奏に伴って下方にスクロールされる。
押鍵指示マークＭは鍵盤図形Ｋに近いほど、早い時期に弾くべき楽音であることを示す。
下端が鍵盤図形Ｋに達している押鍵指示マークＭに対応する鍵が現在弾かれているべき鍵
である。
【００１７】
押鍵指示の表示手法については、本出願人の出願に係る特願２００１－３５２２０６号明
細書に詳細に記載されており、本実施形態にも適用できる。なお、時間軸上に並ぶ複数の
押鍵指示マークをスクロールするものに限らず、例えば、押鍵毎に押鍵指示画面の切り換
えを行っていくのでもよい。この画面のスクロールや画面の切り替えでは、画面に予定数
（例えば２小節分）の譜面情報が収まるようにするのがよい。
【００１８】
　押鍵マークＭに対し、必要に応じて感嘆符（以下、「アドバイス・アイコン」と呼ぶ）
ＥＭが表示される。このアドバイス・アイコンＥＭは、押鍵指示マークＭでは表しきれな
い演奏上のテクニックや留意する事項（アドバイス情報）を検索するための指示手段であ
る。演奏者は演奏中にこのアドバイス・アイコンＥＭをマウス１３で指示することにより
、指使い等、演奏上のテクニックを示す画面を呼び出すことができる。
【００１９】
次に、フローチャートを参照して演奏独習装置の処理を説明する。図４は、メインフロー
チャートである。ステップＳ１では、ディスプレイ１４に画像を表示するためのＶＲＡＭ
やタイマのクリア等を含むパソコン１の初期化を行う。ステップＳ２では、練習曲を選択
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する。例えば、ディスプレイ１４に練習曲のリストを表示し、演奏者はキーボード１２や
マウス１３を使って曲を選択する。選択された曲の演奏データはパソコン本体１１のＲＡ
Ｍに読み込まれる。曲が選択されたならば、ステップＳ３に進み、レッスンを開始する。
レッスン開始は練習曲が選択されたら所定時間後に自動開始するのでも良いし、キーボー
ド１２等からレッスン開始指示を入力するのでもよい。
【００２０】
ステップＳ４では、演奏データに従って生成された押鍵指示をディスプレイ１４上に表示
する。この押鍵指示に併せて、演奏データ中に記述されているアドバイス・アイコンＥＭ
も表示する。
【００２１】
ステップＳ５では演奏データに含まれる楽音、つまり伴奏音やメトロノーム音を再生する
。再生音は鍵盤楽器２の音源装置２４やサウンドシステム２２を用いて発音することがで
きる。ステップＳ６では、演奏者の演奏結果を鍵盤楽器２１からパソコン１に入力する。
押鍵の評価と押鍵指示用のポインタを更新するためである。ステップＳ４～Ｓ６はタイマ
割り込みで処理される。
【００２２】
ステップＳ７では、アドバイス閲覧指示が入力されたか、つまりアドバイス・アイコンＥ
Ｍが指示されたか否かが判断される。アドバイス閲覧指示があったと判断されれば、ステ
ップＳ８に進み、指示されたアドバイス・アイコンＥＭに対応するアドバイス情報をディ
スプレイ１４に表示する。アドバイス情報の閲覧ページは、パソコン本体１１の記憶装置
（ハードディスク・ＲＯＭ等）に限らずインターネット上のウェブサイトにアクセスして
入手するものでもよい。
【００２３】
ステップＳ９では、アドバイス情報表示終了か否かが判別される。情報表示終了アイコン
がアドバイス情報表示画面上に表示されるようにしておき、この情報表示終了アイコンが
操作されると、ステップＳ９は肯定となる。
【００２４】
ステップＳ１０では、予定されたレッスンが終了したか否かを判断する。曲全体をレッス
ン対象としてもよいが、予め小節等、曲の部分を指定してそれをレッスン対象としてもよ
い。指定された演奏データについてすべて演奏された場合にステップＳ１０は肯定となり
、ステップＳ１１に進む。レッスンが終了していない場合はステップＳ１０からステップ
Ｓ４に進む。
【００２５】
ステップＳ１１では、前記ステップＳ６で読み込まれた演奏結果の評価が合格基準に達し
ているかどうかの判定がなされる。ステップＳ１２では、練習を続行するか否かが判別さ
れる。所定の待ち時間内に練習続行の指示がなければこの処理を終え、練習続行の指示が
あればステップＳ３に進む。練習続行の指示はキーボード１２から、もしくは画面上に表
示することができる続行アイコンを指示することによって入力できる。
【００２６】
図５は、アドバイス情報を検索するための情報の構造例であり、アドバイス・アイコンＥ
Ｍに対応づけられて演奏データ中に保持される。図中、「タイミング」は曲先頭からの時
間であり、「記号ＩＤ」は表示された譜面上の楽音や記号、領域等を特定する識別コード
である。アドバイス情報の閲覧ページは、パソコン本体１１の記憶装置上だけでなく、イ
ンターネット上のサーバにも保持できるので、閲覧ページのリンクアドレスとして、ハー
ドディスク上のファイル名やインターネット上のウェブサイトのＵＲＬが記述される。
【００２７】
図６（ａ）は押鍵指示情報を楽譜上に示したものである。線Ｌ１で押鍵タイミングを示す
。つまりこの線Ｌ１で現在演奏されるべき楽音が示される。そして、この楽音に対応する
鍵盤図形Ｋ上の鍵を示すマークＰ１が付加されている。線Ｌ１は画面右に移動して演奏す
べき楽音を指示する。このような押鍵指示情報の上にアドバイス・アイコンＥＭが示され
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る。アドバイス・アイコンＥＭはペダルマークのそばに配置されていて、このペダルマー
クの解説がアドバイス情報として検索可能であることを示す。
【００２８】
図６（ｂ）には、図６（ａ）におけるアドバイス・アイコンＥＭの選択に応答して検索さ
れた解説の一例を示す。
【００２９】
図７は、ディスプレイ１４に表示されたアドバイス情報の別の例を示す図である。図７（
ａ）は押鍵指示情報を楽譜上に示したものである。アドバイス・アイコンＥＭは音符の上
に記載されており、演奏のテクニックがアドバイス情報として検索可能である。
【００３０】
図７（ｂ）は図７（ａ）におけるアドバイス・アイコンＥＭの解説を示す。ここでは、指
使いのうち、「指くぐり」と呼ばれるテクニックの解説が示されている。
【００３１】
図１は、実施形態に係る押鍵楽音データの処理を示す要部機能ブロック図である。閲覧指
示判別部３はアドバイス・アイコンＥＭが操作されると、ファイル名記憶部４を検索して
閲覧ページが存在するファイル名を判別する。判別されたファイル名は通信部５に通知さ
れ、通信部５はこのファイル名に基づいてパソコン本体１１内の記憶装置であるハードデ
ィスク６またはインターネット７上のウェブサイトにアクセスしてアドバイス情報を取得
する。取得されたアドバイス情報は閲覧ページ表示部８に設定されたソフトウェアを使用
してディスプレイ１４に表示される。
【００３２】
アドバイス情報を表示する際には、現在表示されている押鍵指示情報に代えてアドバイス
情報を表示しても良いが、押鍵指示情報はそのままにしてアドバイス情報をその上に重ね
て表示させても良い。アドバイス情報は、文字情報のみでもよいし、例えば、指使いを解
説するアニメーション画像や写真であってもよい。なお、アドバイス情報の存在を知らせ
るアドバイスアイコンは、図形に限らず文字ないし文字列を含む。
【００３３】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、請求項１または請求項２の発明によれば、演奏者は演奏
中にアドバイスアイコンを見つけたときに必要に応じてアドバイス情報を得ることができ
る。したがって、奏法等の不明な点を逐次理解しながら練習を進めることができるので、
早い上達が望める。初心者が理解できない譜面上の記号の解説や譜面には現れていないテ
クニック等をアドバイス情報とすることで、充実した演奏指示を実現することができる。
【００３４】
特に、請求項２の発明によれば、インターネットを通じてアドバイス情報を得ることがで
きるので、演奏独習装置に備えた記憶媒体に蓄積するデータ量を少なくすることができる
し、広く情報を検索することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施形態に係る演奏独習装置の要部機能を示すブロック図である。
【図２】　本発明の一実施形態に係る演奏独習装置のシステム構成図である。
【図３】　押鍵指示の表示例を示す図である。
【図４】　演奏独習装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】　アドバイス情報検索用データの例を示す図である。
【図６】　押鍵指示情報および検索されたアドバイス情報の表示例を示す図である。
【図７】　押鍵指示情報および検索されたアドバイス情報の別の表示例を示す図である。
【符号の説明】
１…パソコン、　２…鍵盤楽器、　３…閲覧表示判別部、　４…ファイル名記憶部、　５
…通信部、　６…記憶装置、　８…閲覧ページ表示部、　１２…キーボード、　１４…デ
ィスプレイ。
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